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ポータブル赤道儀をつくるポータブル赤道儀をつくるポータブル赤道儀をつくるポータブル赤道儀をつくる  望遠鏡自作の登竜門 

 このところ、望遠鏡ショップなどから小型の天体写真撮

影用赤道儀が各種発売されるようになってきました。デ

ジタル一眼での実用的なＩＳＯ感度が上がったおかげで、

とりあえずの星座写真を撮るなら２－３分の露出で済む

ようになったことも背景に、手軽な撮影用機材として人

気のようです。 

 ポータブル赤道儀を略して「ポタ赤」というのを覚えてい

る人はもうかなりのベテラン天文ファンです。１９７０年代

に天文趣味の一分野として天体写真撮影が流行りは

じめ、赤道儀式の望遠鏡にカメラを載せて星野を撮影

する人々が増えてきましたが、当時の無骨な望遠鏡で

撮影するのはとても取り回しが悪いものでした。そのため、

郊外で写真撮影をするために容易に持ち運びができる

赤道儀として、いわゆる「ポタ赤」を自作する人が多くい

ました。（もちろん、当時の主流は手動ガイドです。） 

 その後、メーカーから「システム赤道儀」という、用途に

あわせて部品が組みあわせできる赤道儀が発売された

こともあり、すっかり捨たれていましたが、思わぬ形でのリ

バイバルであります。 

さて、先日に、仲間内で手動式のポータブル赤道儀

を作ることになったのを機会に、簡易なモーター駆動の赤

道儀をつくってみました、昔はろくな材料も無かったのでと

ても難しい工作でしたが、先にも書いたように露出が短く

て済むため精度があまりいらなくなったのと、電子部品の

発展、ＤＩＹショップや 100 円ショップでいろいろな部材が

手に入ることもあり、極めて容易にそこそこの「ポタ赤」が

完成できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セッティングした状態のポタ赤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造は上の写真のとおりで、MDF ボードのベースを回

転台座で接続し、PIC で生成したパルスでステッピングモ

ーターを駆動、タンジェントスクリューにてカメラ部を動かし

ます。自由雲台を除くと、重量は 500g 弱、部品代は 2

千円で済みました。 

使用した台座（もともと食卓に調味料を置く回転台の

部品）は結構ガタガタで、PIC の内蔵オシレーターは精

度もいまいちという状態でしたが、計算上（極軸の精度

等も含んで考えると）は広角レンズなら 3 分くらいはいけ

そうな感じでした。 

かくして、この安直に仕上がったポタ赤にて、早速に試

写した写真は下記のとおりです。駆動部の精度の甘さ

がたたって、バックラッシュが大きい感じがありますが、2 分

半の露出はきちんと止まっていました。さすがに望遠レン

ズはきつそうな感じですが、割り切って使うなら案外重宝

かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト撮影したさそり座（2 分 30 秒露出） 

    



    

メカが大好きメカが大好きメカが大好きメカが大好き ウランガラス

 ウランガラスというのは、ウランを１％程度含有するガラス

で、紫外線を当てると緑黄色の蛍光を発することから、装

飾性の高い工芸品・実用品として生産されてきました。 

最近では、原材料のウランを取り扱うのがやっかいなので、

国内ではあまり作られていないようです。 

ウランを含むとなると放射線が心配で、ネットで検索し

て調べてみると、少量の放射線は出しているものの、健康

等への被害は無いということです。しかし、100g あたり数

千ベクレルといわれると、なんだかいやな感じもします。 

そこで、試しに空間放射線量計で測ってみたところ、本

来的な測定方法ではありませんが、センサーを相当近づ

けても自然放射線のレベルより優位に高いということはあ

りませんでした。これなら安心して身近においておくことが

出来ます。放射線は眼に見えないこともあって、何かと怖

がられますが、正体がわかれば何ということもありません。 

 

上段：自然光、下段：ブラックライト照射 

           蛍光は放射線とは関係ありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BooksBooksBooksBooks＆＆＆＆CDCDCDCDｓｓｓｓ     天体望遠鏡の自作ガイド／月刊天文ガイド別冊 

 今回のポタ赤を作るために、古い天文工作の書籍を引

っ張り出してきました。2010 年 10 月に紹介した「天体望

遠鏡の作り方」と同じように、光学器械を作るときの参考

書籍としてとての重宝する 1 冊です。 

昭和 47 年の本ですから、40 年も前の製作記事になる

のに、工夫にあふれた工作の説明は、構造や原理など、

学べるところがたくさんあります。 

今は、お金さえ出せば精密な部品を特注して作ること

もできますが、そのような方法ではなく、身の回りの部材を

工夫して趣味の光学器械を作って遊ぶのには、参考にす

る書籍としてちょうど良い感じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集雑記編集雑記編集雑記編集雑記

 6 月の金星の日面経過と、8 月の金星食にはさまれて、

7 月は梅雨の中休みといったところです。 

日食などの太陽関係の天文現象があると、望遠鏡や

レンズにあわせてそのたびに減光フィルターを買い足すこと

になります。先日の金環日食の際にも、新しい ND8 フィル

ターを買ってしまったのですが、このようなことを繰り返すお

かげで、微妙にフィルター径の違うさまざまな減光フィルタ

ーがたまっていきます。 

せっかくなので使わないともったいないと思い、太陽を対

象として何か目新しい撮影対象はないかなあと考えてい

たところで、国際宇宙ステーションの太陽面通過を狙うこ

とにしました。 

Web には、ISS の太陽面通過等が起こる位置を計算

するソフトがあって、これで計算した結果に従って望遠鏡

を携えて移動し、ISSを捕らえようと挑戦するものの、現在

のところ曇り空に阻まれて 2 戦 2 敗状態です。 

計算結果では、結構チャンスは多そうなので、そのうち

太陽や月を横断する ISS の写真をモノにしようと考えてい

ます。 

 

Kz_Wada 和田一人  

 

 

 


